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１２４諸外国の生涯教育
従ってすすめていくことにする。
まず第一に，アメリカでの継続高等教育の歴史と現状を紹介する。第二に，継

続高等教育機関の代表的事例であるUCLAエクステンション・プログラムの事
例を通して，その発展段階，組織の特徴，プログラム内容，学生の属性を明らか
にする。事例分析に関しては,UCLAエクステンション副学部長，継続教育カ
リキュラム担当者，マーケティング担当者との面接調査，内部資料，過去のカタ
ログ分析をもとに行なう。第三に，上記の分析をもとに，総合大学を中心とした
継続高等教育機関の社会での役割と機能，ならびに今後の課題を考察してみたい。

1．アメリカにおける継続高等教育の歴史と現状

アメリカの高等教育はハーバード・カレッジが1636年に創立されて以来，拡大
し続けてきた'51．当初アメリカの高等教育は少数のエリートを対象とした教養
教育を提供する高等教育機関として機能してきたが,1862年の「モリル法」を契
機に，州政府から土地の付与を受けた州立大学（ランド・グラント大学）の出現に
よって，大学に公共へのサービスという概念が普及，定着するようになった(‘1．
農業，工業を中心とした住民への職業教育が盛んに行なわれ，地域サービスと
しての大学の継続教育部門の役割が拡大され,20世紀初頭には公共へのサービス
の概念として，周辺住民への職業教育が一つの機能として確立した(7)。
したがってこの1862年のモリル法以後，アメリカの大学において「研究｣，
「教育」に続く第三番目の使命として「地域社会へのサービス」が確立した。第
一の使命である研究は高度な学問研究，第二の教育的使命は学内学生の教育であ
り，第三の使命はこうした学問研究，学生の教育を地域社会へ開放することであ
る。地域社会への開放といった第三の使命の確立が継続教育部門の発展に大いに
関与しているといえる。現在でもこうした地域サービス中心の継続教育は中西部
を中心とした州立大学で主に展開されているが，アメリカ全体を見ても研究大学
やリベラル・アーツを中心とする大学でもこの第三の使命をはたすべく継続教育
部門を設立し継続教育を周辺住民に提供することによって，地域社会へのサービ
スを実施している。
こうした「地域社会へのサービス」機能に加えて，現在では，大学の継続教育

部門は継続職業教育カリキュラムを充実させている。その背景には次のような事
情がある。
アメリカでは，州の多くが専門職にたいして，職業資格を取得した際，あるい
は免許更新の際に，継続高等教育機関を通じて一定期間の新規教育訓練プログラ
ムや再教育訓練プログラムを修了の義務づけを実施している。例えば，1993年時



アメリカの継続高等教育の社会的機能１２５
点で49州が公認会計士(CPA)の継続教育を義務づけている。その他にも,46
州が薬剤師，４４州が不動産売買取扱者，３７州が弁護士にそれぞれ継続教育を義務
づけている(8)など，継続職業教育が専門職の資格維持と新知識の確保に果たす
役割は不可欠である。また，教員資格を取得せずに学部を卒業した学生のための
パートタイム制教職資格特別プログラムは，４５州でこの継続高等教育部門におい
て実施されている。同時に多くの企業が従業員の再教育の場として大学の継続高
等教育プログラムを利用しているという事情も存在する。
こうした専門職の免許を更新したり，企業からの所定の企業外研修としての継

続教育の価値を示すために標準化されて作られたものが，継続教育単位(Conti
nuingEducationUnit :CEU)である。CEUはクォーター制ではｌ単位が10
時間に標準化されている。CEUはノンクレジット（単位のつかない）コースに
対して授与されており，大学の正規の学位取得に認定される単位ではない。CE
Ｕは継続高等教育機関だけでなく全米のあらゆる継続教育機関を通じて授与され，
全米で通用する継続教育単位として認定されている。

2．継続高等教育プログラムの態様

継続高等教育プログラムは，さまざまな規模の高等教育機関で運営されており
プログラムの規模も多様である。ここでは,NYU(ニューヨーク私立大学）と
ともに，全米を代表する継続高等教育プログラムを提供しているUCLAエクス
テンション・プログラムの事例分析を行なうことにする。UCLAは先程述べた
ランド・グラント大学（土地付与大学）を基盤とする大型州立大学システムの一
校である。カリフォルニア大学システム（以下UCシステムと呼ぶ）はサンフラ
ンシスコ校外にあるバークレー校に本部を置き，９つの分校を持っている。UC
LAは優れた研究機能，大規模な学部プログラム，研究者養成型大学院プログラ
ム，そして強力なプロフェッショナル・スクールを持つ大型総合大学で，バーク
レー校とともにUCシステムのなかの有力校の一つである。UCシステム全体の
継続高等教育部門(UCではエクステンションという名称で呼んでいる）は，現
在年間13,000コースを提供，延べ40万人が受講しており，全米で最大規模の多様
なプログラムを提供している。そのなかでもUCLAエクステンションは質，量
ともに最大の継続高等教育機関である。

2 - 1 . U C L Aエクステンションの概要
UCLAは1917年に初めてのエクステンションの講座を開き，

を開放した。学内での地位，他学部からの評価に関して見ると，
周辺住民に大学
エクステンショ
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１２８諸外国の生涯教育
過去５年のカタログ内容を時系列で比較してみると内容の多様化傾向がはっき
りとうかがわれる。職業関連プロフェッショナル型プログラムの中でも資格修了
証型プログラムが増加充実しているのが特徴的である。一例として産業界から高
く評価されている資格修了証型プログラムの一例であるインテリア・デザイン
コースのカリキュラムを表２に示しておく。
インテリア・デザインコースは職業型プログラムのなかでも修了証プログラム
と呼ばれる２年間のコースである。このコースが主に対象としている受講生はデ

表2UCLAエクステンション修了証プログラム
インテリア・デザイン２年コース率

クォーター

*UCLAエクステンションカタログ1994年度版をもとに作成した。



アメリカの継続高等教育の社会的機能１２９
ザイン関連産業での経営幹部を目指す職業人とインテリア・デザイン事務所や建
築事務所の中堅幹部である。このコースはデザインなどの技術面にも対処でき，
また現場の判る経営幹部の養成を目的としており，極めて実践的なカリキュラム
が特徴で産業界から高い評価を受けている。
このような資格修了証型プログラムの増加傾向はアメリカのような資格社会
112）では，職業資格は転職時，職種変更の際に即戦力として考えられているた
め，授業内容の質において大学卒業程度が保証されていることを前提に，即戦力
となる職業人養成を目指すエクステンション。コースの修了資格がアメリカ社会
で評価を受けていることを裏付けている。
資格修了証型プログラムの増加とは反対に，学位互換型プログラムの中でも特
に教養を重視する人文社会科学分野のプログラムは減少傾向にある。これはプ
ルームヤハーシューが指摘する大学でのリベラル・アーツ科目の需要の低下と全
く同じ傾向を示している｛13'･
講師陣については,９０%以上が修士号以上の学位を持つ現職の職業人がパート
タイム講師として採用されている。残り1０%はCPA(公認会計士）など特別の
職業資格を持っている。実質的な授業内容を維持するために，継続教育スペシャ
リストが実業界，法曹界からパートタイム講師を募集する。教養，外国語プログ
ラムに限って，少数の大学教師，あるいは博士号取得直前の大学院生が授業を
持っている。

２-４．質の管理
年間4,500コースにも及ぶコースを質的に維持することは極めて大変であると

考えられる。しかし,UCLAエクステンションに代表される米国エクステン
ションの注目される特徴として，組織運営，プログラムの内容，講師の質にいた
るまでの質の管理制度がしっかりしていることがあげられる。全米にある各高等
継続教育部門は，質の基準に関する独自のガイドラインを設定しているが，その
参考となるのがNUCEA(NationalUniversityContinuingAssociation:全
米大学継続教育協会）が出版しているガイドラインである（表３参照)｡
プログラムに関連しては表３のように，プログラム編成の基準，講師の質，費

用の効率性受講生へのサービス等において質の管理制度がしっかりと細分化して
定められている。UCLAの質の管理基準もこのNUCEAの基準に基づいてい
る。UCLAエクステンションの担当者は質の管理のなかでも最も重点を置いて
いるのがプログラムに関する質の管理であると述べている。カリキュラムを始め
として講師の選択などプログラムに関する質の管理を行なうのは継続教育スペ
シャリストと呼ばれる専門家である。継続教育スペシャリストは基本的に大学院
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１３２諸外国の生涯教育
２-６．コミュニティ・カレッジ。エクステンションとその受講者層との比較
ここで,UCLAの継続高等教育部門の社会での機能と一般的に成人教育機関
として知られているコミュニティ．カレッジとの機能の比較を行なうことにした
い。コミュニティ・カレッジは基本的に18歳以上のアメリカ市民にオープンなシ
ステムである(20)o
ロサンゼルスにあるコミュニティ．カレッジの継続教育部門は，レギュラー・

プログラムと同様にセメスター制，あるいはクォーター制で実施される○UCL
Ａエクステンションが威信の高い継続高等教育機関として，中産階級の高学歴者
を対象としているのに対し，コミュニティ・カレッジ継続教育プログラムは周辺
の地域住民全てを対象としている。基本的に全てノンクレジット・コースから構
成されているコミュニティ・カレッジ継続教育プログラムは，受講生に対して何
の制約も課していない'2!!○周辺地域の児童，中学生を対象としたスポーツ，音
楽プログラム，また，周辺の住民を対象とした趣味，スポーツ，実用外国語講座
などを無条件で開放している。受講料も６回５０ドル前後に設定し(UCLAでは
６回120ドル前後に設定),60歳以上の住民には特別割引制度を実施している。
受講生の属性を見てみると,60歳以上の退職者，児童，主婦などが多く，趣味
レジャーを楽しむため，あるいは外国語の日常会話を学ぶために受講している人
が殆どである。継続教育，継続職業教育を目的とする受講生の割合は極めて低い。
前述の受講料，プログラム構成，受講者の属性から判断する限り，コミュニティ
・カレッジと総合大学のエクステンション部門にははっきりとした差異が観察さ
れ，競合機関とはなりえないと考えられる。

3．継続高等教育の社会的機能

バートン・クラークが継続教育機関を大学本体と比較した結果として，その
マージナル（周辺的）な役割を指摘して以来1221,マージナルな機能は，継続高
等教育の性格を示すことばとして広く使用されている。このマージナルな役割は，
大学本体に対して従属的な役割を果たす一方，大学本体が果たせない役割を補完
する意味を示している。UCLAエクステンションは，「融合段階」以上にまで
成長した私企業的な側面を持った独立採算制をとる組織であり，社会から広く認
定されている資格を授与する継続高等教育機関として社会で機能している。した
がって，従属的な位置づけというよりは大学本体に対しての補完的な機能を果た
す組織と考えるほうがより妥当であろう。
すなわち継続高等教育プログラムは大学本体がカリキュラム編成をしにくい分

野でプログラムを企画している。例えば，インテリア・デザイン，環境デザイン，
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